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　新年のごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　岡山県林業改良普及協会

　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　　F　宮　　　明
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
西
暦
二
千
年
の
輝
か
し
い
年
を
迎
え
、
会
員
の

皆
様
方
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
当
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
格
別
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
我
が
国
の
経

済
の
状
況
は
、
銀
行
な
ど
大
企
業
の
大
型
合
併
、

最
悪
の
失
業
率
な
ど
か
っ
て
な
い
激
動
の
一
年
で

あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
ま
た
林
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
木
材
価
格
の
低

落
、
林
業
生
産
活
動
の
停
滞
、
労
働
力
の
減
少
な

ど
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
明
る
い
兆
し
が
な
か
な

か
見
え
て
来
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
地
球
環
境
問
題
が
注
目
を
集
め
、
地

球
温
暖
化
防
止
の
観
点
か
ら
、
森
林
・
木
材
の
持

つ
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
・
貯
蔵
庫
と
し
て
の
機

能
が
改
め
て
認
識
さ
れ
、
森
林
の
新
た
な
公
益
機

能
に
注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
な

か
、
国
に
お
い
て
も
「
緊
急
間
伐
五
カ
年
対
策
」

に
よ
る
計
画
的
な
間
伐
の
実
施
な
ど
適
正
な
森
林

の
維
持
管
理
や
持
続
可
能
な
森
林
造
成
を
推
進
す

る
た
め
の
積
極
的
な
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
、

林
業
・
木
材
産
業
界
へ
の
追
い
風
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
県
に
お
い
て
は
、
岡
山

の
森
林
・
林
業
の
あ
る
べ
き
姿
や
豊
か
な
森
林
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
道
筋
と
な
る
「
二
十

一
世
紀
森
林
・
林
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
て
い

る
ほ
か
、
緑
豊
か
で
健
全
な
森
づ
く
り
を
県
民
参

加
で
推
進
す
る
た
め
の
「
お
か
や
ま
森
づ
く
り
県

民
基
金
」
の
創
設
に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
林
業
普
及
指
導
事
業
も
発
足
以
来
五
十
年
を
経

過
し
、
こ
れ
ま
で
、
地
域
林
業
の
振
興
・
森
林
・

林
業
の
Ｐ
Ｒ
、
林
業
後
継
者
の
育
成
等
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
森
林

の
多
様
な
機
能
の
持
続
的
な
発
揮
を
図
る
た
め
の

森
林
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
林
業
経
営
者
で
あ

る
森
林
所
有
者
等
に
加
え
、
多
様
な
林
業
の
担
い

手
等
に
対
す
る
重
点
的
な
働
き
か
け
を
行
う
な

ど
、
よ
り
一
層
の
効
果
的
・
効
率
的
な
活
動
体
制

へ
の
転
換
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
当
普
及
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
の

施
策
効
果
が
一
日
も
早
く
現
れ
、
林
業
・
木
材
産

業
が
再
び
活
力
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

で
き
る
限
り
の
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　
森
林
は
、
木
材
生
産
の
ほ
か
水
資
源
の
か
ん

養
、
災
害
防
止
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
球
温
暖

化
防
止
の
鍵
を
握
る
重
要
な
資
源
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
森
林
を
適
正
に
維
持
管
理
し
、
よ
り
良
い
姿

で
二
十
一
世
紀
に
引
き
渡
す
こ
と
は
、
私
た
ち
の

使
命
で
あ
り
、
ど
う
し
て
も
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
来
る
二

十
一
世
紀
に
夢
を
託
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
ま

す
ま
す
御
活
躍
さ
れ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆

様
方
を
は
じ
め
、
林
業
・
木
材
産
業
界
に
と
り
ま

し
て
、
飛
躍
の
年
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

BBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBB



平成12年１月１日 り　ん　せ　い 第 349 号

　

－3－－ 3 －

　
「
奥
谷
の
流
れ
柿
」
は
、
御
津
郡

加
茂
川
町
上
加
茂
奥
谷
地
内
に
あ
り

ま
す
。

　
加
茂
川
町
役
場
か
ら
岡
山
市
に
向

か
っ
て
国
道
四
二
九
号
線
を
車
で

走
っ
て
い
る
と
、
約
一
㌔
㍍
く
ら
い

行
っ
た
道
路
右
手
に
「
奥
谷
の
流
れ

柿
」
へ
の
看
板
が
見
ら
れ
ま
す
。
看

板
の
案
内
に
従
っ
て
小
道
を
山
中
へ

二
分
ほ
ど
入
っ
て
い
く
と
、
右
上
方

に
枝
を
大
き
く
広
げ
た
こ
の
柿
の
木

の
姿
が
見
え
て
き
ま
す
。

　
上
加
茂
奥
谷
の
丘
陵
上
に
立
つ
、

古
色
溢
れ
る
ば
か
り
の
幹
を
持
つ
こ

の
柿
の
木
は
、
樹
齢
推
定
五
〇
〇
年

で
、
柿
の
巨
木
と
し
て
は
県
下
で
三

番
以
内
に
入
る
も
の
で
は
な
い
か
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
加
茂
川
町
で

は
、
昭
和
四
八
年
に
町
の
天
然
記
念

物
の
指
定
し
て
、
保
全
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
こ
の
柿
の
木
は
枝
が
下
垂
し
て
柿

の
玉
が
流
れ
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と

か
ら
、
周
辺
の
人
々
に
「
流
れ
柿
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
樹
齢
に
似
合

わ
ず
実
成
り
も
良
い
の
で
す
が
、
残

念
な
が
ら
そ
の
実
は
や
や
小
さ
め
の

渋
柿
で
す
。

n

　
目
通
り
周
囲
約
三 

一
五
㍍
、
樹

高
一
二
㍍
、
枝
も
均
整
良
く
東
西
南

北
に
広
が
っ
て
お
り
、
樹
勢
の
衰
え

を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
立
派
な
木
で

す
。
し
か
し
、
幹
は
根
元
か
ら
中
位

ま
で
空
洞
化
し
内
部
が
腐
朽
し
て
き

た
た
め
、
平
成
七
年
九
月
に

町
が
樹
木
医
に
依
頼
し
腐
朽

部
の
除
去
な
ど
の
外
科
手
術

を
行
っ
た
結
果
、
今
で
も
秋

に
な
る
と
た
く
さ
ん
の
柿
を

実
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
加
茂
川
町
に
は
、
こ
の
他

に
も
た
く
さ
ん
の
巨
樹
、
老

樹
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ

が
、
町
内
一
の
巨
木
ど
こ
ろ
と
言
わ

れ
て
い
る
加
茂
総
社
宮
の
社
叢
で
す
。

　
加
茂
市
場
に
あ
る
こ
の
総
社
宮

は
、
樹
齢
推
定
五
〇
〇
年
、
樹
高
約

三
八
㍍
の
ヒ
ノ
キ
や
、
樹
齢
推
定
五

〇
〇
年
、
樹
高
約
四
〇
㍍
の
イ
チ
ョ

ウ
な
ど
が
林
立
し
、
社
叢
を
形
成
し

て
い
ま
す
。
ま
た
こ
こ
で
は
、
県
下

三
大
祭
の
一
つ
と
言
わ
れ
る
岡
山
県

指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
加
茂

大
祭
」
が
、
毎
年
十
月
の
第
三
日
曜

日
に
行
わ
れ
、
い
つ
も
は
静
か
な
と

こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
日
ば
か
り
は
、

大
勢
の
人
で
盛
ん
な
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
す
。

　
加
茂
川
町
に
お
越
し
の
際
は
、
地

図
や
良
く
整
備
さ
れ
た
看
板
を
頼
り

　　　位置図

５�

に
、
い
ろ
い
ろ
と
訪
ね
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

Ag

（
岡
山
普
及
指
導
区
　
有
田
美
和
）
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普
及
指
導
最
前
線

「
源
流
の
森
林
を
救
お
う
ｉ
ｎ
阿
波
」
　

一
　
は
じ
め
に

　
森
林
は
、
水
源
の
か
ん
養
な
ど

様
々
な
公
益
的
機
能
を
有
し
て
お

り
、
公
共
財
と
し
て
の
重
要
性
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
森
林
の
管
理
は
、
こ
れ
ま
で
中
山

間
部
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
む
に
つ

れ
、
森
林
の
手
入
れ
を
す
る
人
が
減

少
す
る
な
ど
、
中
山
間
部
だ
け
で
森

林
を
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
が
困
難

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
今
後
の
森
林
を

育
成
し
て
い
く
上
で
、
都
市
住
民
の

理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
が
重
要
な

鍵
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
当
指
導
区
で
は
、
吉

井
川
流
域
の
源
流
部
に
あ
た
る
阿
波

村
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

り
森
林
整
備
を
図
る
「
源
流
の
森
林

を
救
お
う
ｉ
ｎ
阿
波
」
を
十
二
月
四

日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
「
津
山
地

区
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
活
性
化
推
進

会
議
」
が
主
催
者
と
な
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
林
研
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流

を
深
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
報
道
機
関
を
は
じ
め
、
企
業
や
学

校
関
係
を
中
心
に
募
集
し
た
結
果
、

県
内
は
も
と
よ
り
兵
庫
県
や
セ
ネ
ガ

ル
共
和
国
の
留
学
生
な
ど
、
募
集
人

員
五
十
名
に
対
し
、
六
十
三
名
応
募

が
あ
り
、
最
終
的
に
五
十
二
名
の
方

に
参
加
し
て
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

Y

二
　
源
流
の
森
林
を
救
お
う 

　
当
日
は
午
前
十
時
か
ら
開
会
式
を

行
い
、
主
催
者
、
阿
波
村
町
の
歓
迎

あ
い
さ
つ
の
後
、
林
業
改
良
指
導
員

が
今
回
開
催
し
た
趣
旨
、
作
業
内
容

等
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
対
象
林
分
は
、
ヒ
ノ
キ
三
五
年
生

で
、
実
施
面
積
は
約
一
・
二
㌶
で

す
。
こ
れ
ま
で
、
間
伐
が
全
く
さ
れ

て
お
ら
ず
、
林
内
は
暗
く
下
草
も
生

え
て
い
な
い
状
況
で
し
た
。

　
作
業
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
五
名
を

一
班
と
し
十
班
編
成
に
よ
り
行
い
、

各
班
に
林
業
改
良
指
導
員
、
林
研
グ

ル
ー
プ
会
員
な
ど
が
加
わ
り
、
作
業

方
法
、
安
全
確
認
な
ど
の
指
導
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
者
に
は
主
に
伐
倒

後
の
玉
切
り
、
枝
払
い
を
行
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
が
、
な
か
に
は
、
実
際

に
チ
ェ
ン
ソ
ー
で
伐
採
し
た
い
と
い

う
方
も
お
ら
れ
、
林
業
改
良
指
導
員

な
ど
が
補
助
し
ま
し
た
。

　
昼
食
後
、
参
加
者
全
員
で
フ
リ
ー

ト
ー
キ
ン
グ
を
行
い
、
作
業
し
た
感

想
や
、
参
加
し
た
理
由
を
聞
く
な

ど
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
「
森
林

を
守
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
。
今

後
も
、
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
続
け

て
ほ
し
い
。
」
と
か
「
若
い
人
の
参

加
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
だ
。
」
な

ど
多
く
の
意
見
が
あ
り
、
た
い
へ
ん

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
作
業
修
了
後
、
参
加
者
は
、
林
内

に
日
が
差
し
込
み
、
明
る
く
な
っ
た

姿
を
見
て
、
と
て
も
満
足
し
て
い
る

様
子
で
し
た
。

三
　
今
後
に
向
け
て

　
募
集
開
始
ま
で
は
、
ご
の
程
度
応

募
が
あ
る
の
か
不
安
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
多
数
の
応
募
が
あ

り
、
熱
心
に
作
業
し
て
い
る
参
加
者

の
表
情
を
見
る
と
、
こ
う
し
た
取
組

み
が
将
来
の
森
林
・
林
業
を
支
え
る

た
め
の
重
要
な
足
が
か
り
に
な
る
と

確
信
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
活
動
を
さ
ら
に
広
げ
、
一

人
で
も
多
く
の
方
の
理
解
と
協
力
が

得
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

Ag

（
苫
津
普
及
指
導
区
　
馬
場
宏
治
）
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一
　
は
じ
め
に

　
久
米
普
及
指
導
区
で
は
、
平
成
十

四
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
新
教
育
課

程
に
お
け
る
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
に
着
目
し
、
平
成
十
一
年
度
の

普
及
重
点
事
項
に
も
あ
げ
て
い
る
、

森
林
・
林
業
教
育
の
推
進
に
特
に
重

点
を
置
い
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

二
　
総
合
的
学
習
の
時
間

　
子
供
達
の
「
生
き
る
力
」
を
育
成

す
る
た
め
「
総
合
的
な
学
習
時
間
」

が
新
し
く
創
設
さ
れ
、
各
学
校
は
地

域
や
学
校
の
実
態
等
に
応
じ
て
、
広

が
り
を
も
つ
学
習
や
児
童
の
興
味
、

関
心
に
基
づ
く
学
習
な
ど
創
意
工
夫

を
生
か
し
た
教
育
活
動
を
行
う
も
の

と
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、「
文
部
省
、
農
林
水
産
省
連

携
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
、
基
本
方

針
と
し
て
、
①
学
校
外
を
中
心
と
し

た
農
林
水
産
体
験
学
習
等
に
つ
い
て

の
連
携
②
学
校
教
育
に
お
け
る
農
林

水
産
事
業
等
に
関
す
る
学
習
に
つ
い

て
の
連
携
な
ど
が
揚
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
森
林
・
林
業
教
育
は
、
林
業
改
良

指
導
員
等
が
学
校
（
教
職
員
）
と
連

携
し
た
推
進
体
制
の
確
立
が
早
急
な

課
題
と
考
え
ま
す
。

三
　
普
及
指
導
区
の
取
り
組
み

◇
七
月
十
六
日
、
八
月
二
日

「
教
育
現
場
に
お
け
る
森
林
・
林
業

教
育
の
意
向
調
査
に
係
る
準
備
会
」

〈
内
容
〉
ア
ン
ケ
ー
ト
（
案
）
の
作

成
及
び
検
討
委
員
選
定
等
。

◇
八
月
十
一
日

「
教
育
現
場
と
の
連
携
及
び
ア
ン

ケ
ー
ト
（
案
）
検
討
会
議
」

〈
内
容
〉
ア
ン
ケ
ー
ト
（
案
）
及
び

実
施
方
法
等
の
検
討
並
び
に
教
育
現

場
の
実
情
把
握
。

〔
検
討
委
員
〕

林
委
員
長
（
津
山
局
森
林
課
長
）

友
保
委
員
（
久
米
町
立
喬
松
小
学
校
校
長
）

長
畑
委
員
（
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

地
職
委
員
（
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

黒
瀬
委
員
（
林
業
専
門
技
術
員
）

津
嶋
委
員
（
岡
山
県
林
業
公
社
）

◇
八
月
二
十
一
日

　
「
親
と
子
の
森
林
学
習
の
開
催
」

〈
内
容
〉
講
師
に
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
長
畑
州
三
氏
を
招
い
て
久
米

南
美
し
い
森
で
開
催
。
久
米
南
町
立

喬
松
小
学
校
児
童
二
十
七
名
、
父
兄

等
三
十
六
名
が
参
加
。

◇
十
一
月
二
十
日

「
地
域
環
境
創
造
実
践
活
動
（
久
米

南
美
し
い
森
保
育
の
集
い
）

〈
内
容
〉
イ
ベ
ン
ト
の
一
部
に
お
い

て
、
学

校
教
育

の
一
環

と
し
て
、

久
米
南

町
立
弓

削
小
学

校
の
教

育
者
と

五
年
生

二
十
二

名
と
連

携
。

◇
八
月
〜
十
二
月

「
各
教
育
委
員
会
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
趣
旨
説
明
会
及
び
実
施
依
頼
」

〈
内
容
〉
津
山
局
管
内
全
教
育
委
員

会
及
び
小
学
校
教
育
者
に
対
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
趣
旨
説
明
及
び
実

施
依
頼
。

○
今
後
の
予
定

◇
十
二
月
末

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
取
り
ま
と
め

◇
一
月
中

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
教
育
の
開
始

　
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
森
林
な
ん
で

も
相
談
室
」
の
開
設
）

四
　
最
後
に

　
森
林
の
大
切
さ
や
そ
の
森
林
を
守

り
育
て
る
事
へ
の
理
解
の
深
ま
り
、

森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、
木
材
の
有

効
な
利
用
が
進
む
こ
と
が
当
普
及
指

導
区
の
願
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

学
校
や

教
育
委

員
会
と

連
携
し

た

森

林
、
林

業
教
育

の
推
進

が
重
要

で
あ
る

と
考
え

て
い
ま
す
。

五
　
林
業
改
良
指
導
員
等
の
紹
介

　
安
東
孝
次
（
地
区
主
任
）
、
「
森

林
が
教
育
現
場
で
大
い
に
活
用
さ

れ
、
今
後
の
普
及
活
動
に
よ
り
森

林
、
林
業
の
発
展
と
地
球
環
境
の
保

全
を
願
う
。
」

江
見
喜
光
　
津
嶋
敏
彦
　
久
野
直
人

小
川
章
子
　
菅
野
章
宏
　
野
上
英
孝

Ag

（
久
米
普
及
指
導
区
　
一
同
）

〈
連
絡
先
〉
津
山
市
山
下
五
三
番
地

岡
山
県
津
山
地
方
振
興
局
森
林
課

普
及
振
興
第
二
係

1

 

（
〇
八
六
八
）
二
三
│
二
三
一
一

内
線
　
二
七
九
〜
二
八
一
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平
成
十
一
年
十
月
三
一
日
、
灘
崎

町
の
お
か
や
ま
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
　
サ
ウ
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
開

か
れ
た
「
ふ
る
さ
と
・
ふ
れ
あ
い
交

流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
お
い
て
、

永
年
農
林
漁
業
の
振
興
に
尽
く
さ
れ

た
個
人
と
団
体
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
う
ち
の
林
業
関
係
受
賞
者
の

概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

一
　
第
三
十
二
回
農
林
漁
業
功
労
者

表
彰

《
知
事
表
彰
【
林
業
】
》

粟
井
良
吉
（
勝
北
町
日
本
原
）

①
主
な
役
職

・
岡
山
県
山
林
種
苗
協
同
組
合
理
事

②
主
な
功
績

・
五
十
年
以
上
の
永
き
に
わ
た
り
終

始
一
貫
し
て
優
良
種
苗
の
生
産
に

積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

苗
木
生
産
者
の
指
導
、
生
産
体
制

の
確
立
と
需
給
の
円
滑
化
に
貢
献

し
て
い
る
。

三
浦
重
美
（
備
中
町
西
油
野
）

①
主
な
役
職

・
元
岡
山
県
山
林
種
苗
協
同
組
合
理

事
長

②
主
な
功
績

・
多
年
に
わ
た
り
山
行
苗
の
生
産
振

興
に
取
り
組
み
、
そ
の
間
、
地
域

の
生
産
組
織
の
創
設
、
運
営
に
も

献
身
的
な
努
力
を
果
た
し
、
ま

た
、
岡
山
県
山
林
種
苗
協
同
組
合

の
理
事
長
と
し
て
林
業
の
振
興
に

多
大
な
貢
献
を
し
た
。

《
農
林
水
産
部
長
表
彰
【
林
業
】
》

宮
田
修
治
（
勝
山
町
岩
井
谷
）

①
主
な
役
職

・
真
庭
地
域
林
業
研
究
連
絡
協
議
会

長
②
主
な
功
績

・
優
良
材
生
産
、
し
い
た
け
生
産
を

主
体
と
し
た
複
合
経
営
に
取
り
組

み
、
ま
た
、
岡
山
県
林
業
研
究
グ

ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
副
会
長
と
し

て
幅
広
い
活
動
を
通
じ
て
林
業
の

振
興
に
貢
献
し
て
い
る
。

大
石
　
丞
（
美
作
町
林
野
）

①
主
な
役
職

・
勝
英
木
材
同
業
組
合
副
組
合
長

②
主
な
功
績

・
勝
英
地
域
の
木
材
同
業
組
合
員
の

指
導
に
努
め
、
企
業
体
質
の
改
善

を
図
る
一
方
、
県
産
材
の
需
要
拡

大
を
推
進
し
て
い
る
。

難
波
芳
英
（
旭
町
江
与
味
）

①
主
な
役
職

・
岡
山
県
山
林
種
苗
協
同
組
合
副
理

事
長

②
主
な
功
績

・
地
域
の
山
林
種
苗
生
産
者
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
生
産
者
の
指
導
・
技

術
の
普
及
に
努
め
、
山
林
種
苗
生

産
体
制
の
確
立
と
需
給
の
円
滑
化

を
図
っ
て
い
る
。

《
知
事
表
彰
【
団
体
指
導
】
》

高
田
和
弘
（
岡
山
市
奥
田
）

①
主
な
役
職

・
岡
山
県
木
材
組
合
連
合
会
副
会
長

②
主
な
功
績

・
岡
山
県
木
材
組
合
連
合
会
な
ど
の

役
員
と
し
て
技
術
改
善
の
推
進
、

流
通
改
善
の
指
導
な
ど
を
積
極
的

に
推
進
し
、
岡
山
県
木
材
産
業
界

に
お
い
て
広
範
な
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。

《
農
林
水
産
部
長
表
彰
【
団
体
指
導
】
》

河
田
敏
雄
（
御
津
町
中
泉
）

①
主
な
役
職

・
御
津
町
森
林
組
合
代
表
理
事
組
合

長
②
主
な
功
績

・
地
域
の
森
林
資
源
の
造
成
と
整
備

平
成
十
一
年
度
功
労
者

表
彰
受
賞
者
の
紹
介
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を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
岡
山
県

森
林
組
合
連
合
会
理
事
と
し
て
森

林
組
合
系
統
組
織
の
強
化
、
事
業

運
営
の
健
全
化
に
貢
献
し
て
い

る
。

矢
野
勝
三
（
久
世
町
久
世
）

①
主
な
役
職

・
久
世
木
材
協
同
組
合
理
事
長

②
主
な
功
績

・
久
世
木
材
協
同
組
合
長
な
ど
の
理

事
長
と
し
て
岡
山
県
北
の
木
材
需

要
の
拡
大
、
技
術
の
改
善
、
流
通

の
促
進
指
導
等
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
る
。

二
　
第
三
十
九
回
農
林
漁
業
近
代
化

表
彰

　
岡
山
県
ジ
ャ
ス
製
材
事
業
協
同
組

合
（
津
山
市
）

功
績
内
容

・
県
内
唯
一
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
に
係
る
法
人

で
、
美
作
材
を
全
国
ブ
ラ
ン
ド
に

育
て
上
げ
た
原
動
力
と
な
り
、
国

産
材
需
要
の
喚
起
、
木
材
産
業
の

再
構
築
を
目
指
す
な
ど
林
業
・
木

材
産
業
の
振
興
に
貢
献
し
て
い

る
。

加
茂
川
町
森
林
組
合
（
加
茂
川
町
）

功
績
内
容

・
森
林
資
源
の
造
成
と
整
備
、
特
用

林
産
物
の
生
産
振
興
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
若
年

林
業
労
働
者
の
育
成
や
高
性
能
林

業
機
械
の
導
入
を
促
進
す
る
な
ど

地
域
社
会
の
振
興
に
貢
献
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
始

ま
っ
た
「
二
十
一
世
紀
お
か
や
ま
農

林
水
産
業
活
性
化
優
良
活
動
団
体
等

表
彰
」
の
地
域
環
境
創
造
実
践
活
動

部
門
に
お
い
て
、
倉
敷
地
域
美
し
い

森
づ
く
り
の
会
が
表
彰
さ
れ
て
い
ま

す
。

（
林
業
専
門
技
術
員
　
吉
岡
哲
哉
）
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昨
年
は
、
き
の
こ
に
関
す
る
話
題

が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

植
物
の
仲
間
の
菌
が
、
実
は
遺
伝
的

に
動
物
に
近
い
生
物
と
わ
か
り
ま
し

た
。
近
い
将
来
私
達
の
知
識
は
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。
冬
虫
夏
草
だ
け
で

な
く
ヒ
ラ
タ
ケ
も
線
虫
を
捕
捉
し
て

食
べ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
未
だ
訳
の
分
か
ら
な
い
生
物
な

の
で
す
。
一
方
で
日
本
に
は
棲
息
し

な
か
っ
た
毒
き
の
こ
「
オ
オ
シ
ロ
カ

ラ
カ
サ
タ
ケ
」

も
、
南
方
か
ら
台

風
に
乗
っ
た
胞
子

が
温
暖
化
に
よ
り

関
西
に
定
着
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
と
こ
ろ
で
、
代
表
的
な
き
の
こ
は

煮
て
も
焼
い
て
も
、
揚
げ
て
も
美
味

し
い
シ
イ
タ
ケ
で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
マ
イ
タ
ケ
が
大
人
気
で
す
。

日
本
で
も
ト
リ
ュ
フ
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
が
人
気
は
さ
っ
ぱ
り
で
す
。

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
や
っ
て
来
た
ア
ガ
リ

ク
ス
で
す
が
、
地
元
で
は
評
判
が
悪

く
、
効
果
も
不
明
と
さ
れ
ま
す
。
き

の
こ
の
生
産
は
年
々
国
際
化
し
て
い

ま
す
が
、
国
に
よ
り
受
け
入
れ
方
が

異
な
り
ま
す
。
そ
し
て
流
行
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
き
の
こ
生
産
に

は
、
い
ち
早
く
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
す

る
耳
と
、
適
し
た
料
理
を
開
発
す
る

腕
が
問
わ
れ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
柄
は
、
き
の
こ
の
多
様

性
に
起
因
す
る
も
の
で
す
。

　
日
本
で
は
ホ
ン
シ
メ
ジ
と
マ
ツ
タ

ケ
が
珍
重
さ
れ
ま
す
。
ホ
ン
シ
メ
ジ

は
滋
賀
県
森
林
セ
ン
タ
ー
の
研
究
員

が
麦
ご
飯
に
多
少
の
添
加
物
を
加

え
、
人
工
栽
培
に
成
功
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
菌
根
性
き
の
こ
の
常
識

を
覆
す
出
来
事
で
し
た
が
、
普
及
技

術
と
し
て
、
誰
で
も
使
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
生
産
コ
ス
ト

が
高
く
、
残
念
な
が
ら
広
く
普
及
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
当
然
マ
ツ
タ
ケ
も

試
し
た
そ
う
で
す
が
、
歯
が
立
た
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
お
隣
の
韓
国
で
も
研
究
者
の
養
成

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
も
、
南
半
球

で
初
め
て
マ
ツ
タ
ケ
が
発
見
さ
れ
、

日
本
の
技
術
に
よ
り
菌
根
が
形
成
さ

れ
ま
し
た
。
桜
の
咲
く
頃
日
本
に
輸

出
で
き
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
現

在
の
段
階
で
は
「
環
境
整
備
」
以
上

の
技
術
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
マ
ツ

タ
ケ
に
関
し
て
は
、
日
本
の
研
究
が

ト
ッ
プ
の
よ
う
で
す
。
ど
う
し
て
マ

ツ
タ
ケ
の
人
工
栽
培
は
難
し
い
の
で

し
ょ
う
。
そ
れ
は
①
マ
ツ
に
栄
養
を

頼
り
、
自
分
で
作
る
能
力
を
持
た
な

い
こ
と
。
長
い
間
「
ヒ
モ
」
を
し
た

た
め
、
自
活
の
能
力
を
欠
い
た
の
で

す
。
驚
い
た
こ
と
に
、
分
解
酵
素
も

わ
ず
か
に
あ
る
だ
け
で
す
。
人
工
培

地
で
は
、
栄
養
不
足
で
き
の
こ
が
形

成
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対
し
ホ
ン

シ
メ
ジ
は
各
種
の
酵
素
を
持
っ
て
い

ま
す
。
②
生
育
環
境
に
敏
感
で
あ
る

こ
と
。
渓
流
に
潜
む
ヤ
マ
メ
の
よ
う

に
、
清
潔
な
山
に
し
か
棲
息
し
ま
せ

ん
。
腐
敗
物
を
好
む
菌
を
敬
遠
し
、

競
合
す
る
と
負
け
ま
す
。
③
マ
ツ
か

ら
貰
う
栄
養
が
科
学
的
に
不
安
定
で

分
析
が
難
し
い
こ
と
。
か
っ
て
「
菌

付
き
苗
法
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

ほ
と
ん
ど
ア
カ
マ
ツ
に
菌
根
を
形
成

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
失
敗
に
お

わ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
現
在
の

最
良
の
方
法
は
雑
木
の
伐
採
と
落
ち

葉
な
ど
腐
敗
物
の
除
去
で
す
。
大
変

な
重
労
働
で
す
。
し
か
し
、
マ
ツ
タ

ケ
の
魅
力
は
燦
然
と
輝
い
て
い
ま

す
。
面
積
に
関
わ
ら
ず
取
り
組
み
た

い
技
術
で
す
。

　
き
の
こ
は
色
々
な
面
で
多
様
性
に

富
み
、
生
態
も
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
栽
培
も
非
常
に
専
門
的
な
知
識

が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
既
に
世
の

中
に
は
食
品
と
し
て
認
知
さ
れ
経
済

的
な
価
値
も
持
っ
て
い
ま
す
。
繊
維

質
が
多
く
、
便
秘
の
妙
薬
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま

し
た
。
種
類
も
毎
年
の
よ
う
に
増
加

し
、
市
販
の
図
鑑
に
は
代
表
的
な
も

の
し
か
掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
研

究
が
進
め
ば
ま
た
知
ら
れ
ざ
る
顔
が

出
現
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

技

師

技

師

�

技

師

�

き
の
こ
あ
れ
こ
れ
最
新
情
報

き
の
こ
あ
れ
こ
れ
最
新
情
報�
き
の
こ
あ
れ
こ
れ
最
新
情
報�

　
　
　
林
業
試
験
場

　
　
　
林
業
試
験
場�

　
　
　
林
業
試
験
場�

藤
　
原
　
直
　
哉

藤
　
原
　
直
　
哉�
藤
　
原
　
直
　
哉�
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林
業
普
及
指
導
事
業
は
、
昭
和
二

十
四
年
に
発
足
し
、
本
年
で
五
十
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　
五
十
周
年
記
念
会
（
全
国
林
業
改

良
普
及
協
会
等
四
団
体
で
構
成
）
主

催
に
よ
る
記
念
行
事
が
十
二
月
一
・

二
日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
、
そ
の

場
で
林
業
普
及
指
導
事
業
功
績
者
及

び
功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た

の
で
、
岡
山
県
関
係
表
彰
者
を
紹
介

し
ま
す
。

一
　
林
業
普
及
指
導
事
業
功
績
者

《
林
野
庁
長
官
賞
》

山
口
紀
久
子
（
神
郷
町
）

二
　
林
業
普
及
指
導
事
業
功
労
者

《
林
野
庁
長
官
賞
》

山
岡
　
嘉
助
（
林
業
試
験
場
）

忠
政
東
洋
三
（
津
山
地
方
振
興
局
）

板
坂
忠
義
（
勝
英
地
方
振
興
局
）

《
五
十
周
年
記
念
会
長
賞
》

濱
田
保
雄
（
県
庁
林
政
課
）

安
東
孝
次
（
津
山
地
方
振
興
局
）

池
田
敏
之
（
真
庭
地
方
振
興
局
）

芦
田
修
正
（
津
山
地
方
振
興
局
）

小
林
建
二
（
倉
敷
地
方
振
興
局
）

▼
▼
▼
お
知
ら
せ
▲
▲
▲

林
業
改
良
普
及
指
導
事
業
五
十
周
年
記
念

功
績
者
・
功
労
者
表
彰磯

田
耕
治
（
阿
新
地
方
振
興
局
）

柳
谷
義
博
（
真
庭
地
方
振
興
局
）

藤
井
芳
典
（
井
笠
地
方
振
興
局
）

近
藤
和
夫
（
阿
新
地
方
振
興
局
）

中
村
　
学
（
高
梁
地
方
振
興
局
）

今
津
　
学
（
岡
山
地
方
振
興
局
）

芦
田
素
廣
（
阿
新
地
方
振
興
局
）

（
林
政
課
）

「
美
し
い
森
づ
く
り
講
演
会
」

の
開
催

　
美
し
い
森
づ
く
り
推
進
会
議
（
県

下
九
つ
の
美
し
い
森
づ
く
り
の
会
で

構
成
）
で
は
、
森
林
・
緑
の
重
要
性

に
つ
い
て
理
解
と
認
識
を
深
め
、
こ

れ
か
ら
の
森
づ
く
り
の
あ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、
次
の
と
お

り
「
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

一
　
日
　
時

　
　
平
成
十
二
年
二
月
二
四
日（
木
）

‥

‥

　
　
一
三
　
三
〇
〜
一
五
　
三
〇

二
　
場
　
所

　
　
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

三
　
講
　
師

は
や
し

す
す
む

　
　
林
　
　
進

【
演
題
】

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
協
働
）
の

森
づ
く
り
」

　
―
活
動
を
ど
う
組
み
立
て
る
か
―

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

○
一
九
四
〇
年
生
ま
れ
。

　
和
歌
山
県
出
身
。

○
岐
阜
大
学
農
学
部
教
授
。

○
雑
木
林
研
究
会
会
長
、
全
国
雑
木

林
会
議
世
話
人
、
農
林
水
産
省
中

央
森
林
審
議
会
専
門
調
査
員
、
日

本
林
学
会
評
議
員
。

○
山
林
、
里
山
、
都
市
の
緑
環
境
の

利
用
・
保
全
に
係
わ
る
と
と
も

に
、
市
民
参
加
の
森
づ
く
り
活
動

の
理
論
的
・
技
術
的
指
導
を
多
く

の
地
域
で
お
こ
な
っ
て
い
る
。

○
著
書
に
「
森
の
心
、
森
の
知
恵
」

（
学
陽
書
房
）
、
「
里
山
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」
（
日
本
林
業
調
査
会
）

な
ど
多
数
。

四
　
定
　
員
　
　
二
〇
〇
名

五
　
参
加
料
　
　
無
料

六
　
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
県
庁
林
政
課

　
美
し
い
森
づ
く
り
推
進
班

1
　 

〇
八
六
―
二
二
四
―
二
一
一
一

（
内
線
三
三
一
四
）

－ 9 －
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林　　産　　物　　市　　況

　製　　　  材  （12月中旬）�  木　材（12月中旬）�

 �
 乾しいたけ（11月中旬）�

杉　正　角　  ３m 桧　正　角　  ３m 桧　長　柱　  ６m

寸法�等級�安値－高値�（千円）� 寸法�等級�
安値－高値�
（千円）� 寸　法�等級�安値－高値�（千円）�

6.0


7.5


9.0


〃  


10.5


〃  


〃  


〃  


12.0


〃  


〃  

一等�

一等�

上一�

一等�

一等�

特等�

上小�

無節�

特等�

上小�

無節�

25－30


20－22


18－20


22－24


35－40


40－45


55－60


70－90


35－40


50－60


60－70

6.0


7.5


9.0


〃  


10.5


〃  


〃  


〃  


12.0


〃  


〃  

長　　サ　４m

6.0


9.0


〃  


10.5


12.0

一等�

上一�

一等�

特等�

特等�

35－38


22－23


30－33


40－45


38－40

一等�

一等�

上一�

一等�

一等�

特等�

上小�

無節�

特等�

上小�

無節�

43－50


33－35


20－22


28－30


70－75


80－83


110－150


180－200


83－85


110－150


180－200

長　　サ　４m

6.0


9.0


〃  


10.5


12.0

一等�

上一�

一等�

特等�

特等�

53－58


28－30


45－48


75－80


75－80

10.5


12.0


〃  


13.5


〃  

特等�

特等�

上小�

特等�

上小�

90－95


120－125


130－140


  95－100


110－120

ラ　　ス　　板�

２m

1.2×  9.0

３m

1.2×  9.0

２m

1.5×10.5

２m

0.9×24.0

２m

1.5×21.0

20－23


23－25


25－30


65－70


33－37

造　　作　　材�

杉４m

3.0×  3.0

杉４m

4.0×  4.5

杉４m

4.5×10.5

桧４m

4.5×10.5

桧４m

4.5×10.5

無節�

無節�

無節�

上小�

無節�

（本）  6－ 8 


（本）12－20  


180－200


150－200


250－300

長さ�径（b）�杉（千円）�桧（千円）�松（千円）�
�
�

３m

�
�

４m

�

６m

７－12

13


14－16

18上

７－12

11－13

14－16

18上


14－16

18－20

価格�
名柄別�

価格o当り（百円）�
平　均� 高　値�

香 信 大 葉 �
  〃    中  葉�
   〃      小   葉�
バ レ 大 葉 �
   〃      中   葉�
ス ラ イ ス �
香 茹 �
上 冬 茹 �
並 〃 �
並 並 〃 �
小 玉 〃 �
格 外 品 �

9

16

21

17

14

－

－

16

－

－


17

32

40

38

20

－

39

32

59

52

－

－

－

13

－

－

－

23

－

－


51

45

29

30

18

18

55

46

33

19

10

11

69

64

54

45

39

20

73

66

58

38

23

30

　

編
集
後
記

○
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
二
〇
〇
〇
年
代
の
幕
開
け
の
年
、

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

〇
林
業
普
及
指
導
事
業
が
昨
年
五
十

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
私
達
の
「
林
声
」
も
昭
和
二
十
五

年
「
林
業
普
及
」
の
名
称
で
誕
生

し
、
本
年
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

〇
今
年
も
「
林
声
」
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
Ｂ
）


